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＊科目 No． 3721 

 科目概要記入欄 

1．開設大学 

叡啓大学 
開催
方法 

■対面（    本学     ） 

□オンライン（同時・録画・資料提示） 

□その他（      ） 

正式科目名 

副題 
Cross-Cultural Studies/異文化論 

配当年次 ２ 

受入学年 ２ 

学問分野 番号 11 
名

称 
文化・文学 

3．担当教員名 PETKOVA Galia 

4．単 位 数 ２単位 5．開講学期 後期後半（Winter） 

6.開講期間 

  曜日・時間 

2023 年 1 月 16 日（月）～2023 年 2 月 27 日（月）  

英語版：月曜日 13：30 ～ 17：00  

2023 年 1 月 10 日（火）～2023 年 2 月 28 日（火） 

日本語版：火曜日 13：30 ～ 17：00  

7.基礎知識の有無 「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 若干名 9.選考方法 
叡啓大学学生の履修者が定員上限に達しない範

囲で受入(書類選考) 

10．科目内容・ 

  授業計画 

As defined by the Ancient Greek philosopher Aristotle, human beings are "social animals." We 

rely on cooperation to survive and thrive. Depending on the specific historical context, each 

society has developed its own culture. For example, the notions of life and death differ 

greatly from culture to culture. There are also significant cultural differences in mundane 

daily activities such as eating habits, clothing, communication, and so on. 

The purpose of this course is to comprehend the characteristics of different cultures through 

comparison. We will particularly focus on performance as cultural representation, related to 

the issues of gender, status, identity and power. Students will use their language skills, 

acquired in practical English, to read, view and interpret textual and visual materials in 

English, and discuss their possible interpretations. Through this process, students will gain 

the ability to understand and value cultural differences, to communicate effectively with 

people from different cultural and social backgrounds, and thus will broaden their viewpoint. 

This course is built from reading assignments and discussions based on them. The lecturer 

selects and distributes reading and visual materials. Each group summarizes the content of 

their assignment and posits questions for discussion in groups or by the whole class. The 

instructor explains the material as needed. The course implements project-based learning 

(PBL). Groups are assigned a project related to the course content and each individual member 

is expected to contribute as they are able, in cooperation with the others. The main part of 

the assessment is based on this group work (PBL), which requires submission of written report, 

following designated format. 

（和訳：古代ギリシャの哲学者アリストテレスが定義したように、人間は社会的動物である。要するに、

我々は生存、繁栄するために、社会を必要とし、相互扶助に依存しているのだ。ただし、その歴史的文

脈により、それぞれの社会はそれぞれ特有の文化を持っている。たとえば，生と死をめぐる観念は文化

によって大きく異なる。食生活など日常的な行為でも文化による差は大きい。 

本科目では異なる文化を比較することを通して，それぞれの文化の特徴を相対的に理解することを目的

とする。たとえば，受講生は実践英語で身につけた英語スキルを活用し，英語で創作された文学や映像

作品を読解し，その解釈を議論する。その過程を通じて，文化の差異を把握できる能力を獲得すること

をめざす。 

本科目は，リーディングアサインメントとそれらに基づくディスカッションで構成される。講師がアサ

インメントとして文献を選んで配布する。指名されたグループが内容を要約して，疑問点を提示する。

それらに応じて，グループディスカッションおよび全体でのディスカッションが実施される。講師が必

要に応じて論点を解説する。本科目は PBLを実施する。各グループには、科目内容に関連する研究プロ

ジェクトの課題が割り当てられ、グループメンバーたちは協働しながら、各自そのプロジェクトに可能

な限り貢献することが期待される。所定様式に従い、グループ研究レポートを提出することが求める。

成績評価の 50％はこのグループプロジェクトに基づく（PBL）。） 

11．試験・評価方法 プレゼンテーション等により評価する。 

12．別途負担費用  

13．その他特記事項  

14．社会人受講 
科目等履修生（単位付与）として受け入れ  否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ  否 

※コロナ禍の影響により、対面授業はオンライン（同時・録画・資料）へ変更になる場合があります。 


